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彙 報

彙

報

二

〇

〇

三

年

度

学

会

行

事

新

入

生

歓

迎

会

四
月
三
日

(
木
)

新
入
生
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン

こ
の
新
入
生
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
で
、
新
入
生
と
わ
た

し
た
ち
史
学
会
委
員
が
初

め
て
顔
を
合

わ
せ
ま
し
た
。

あ
ど

け
な
さ
が
残

る
彼
女

た
ち
を
前

に
し
て
、
史
学
会
委
員
の
自

己
紹
介
と
史
学
会
に

つ
い
て
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

ま
だ

「大
学
」
と

い
う
環
境

に
慣
れ
ず
、
緊
張

し
た
面
持
ち
の
新

入
生

た
ち
に
、
入
学
し
た
て
の
頃

の
自
分
を
重
ね
合
わ
せ
ま

す
。

さ
ま
ざ
ま
な
希
望

や
不
安
な
ど
が

あ
る
こ
と

で
し

ょ
う
。

そ

れ
を
端
的

に
表

し
て
い
た
の
が
、
そ

の
あ
と

の
質
問
会
で

す
。
新
入
生

の
み
な
さ
ん
か
ら

は
単
位

や
授
業

の
選
択
、
ま

た
取
得
資
格

に
関
す
る
多
様
な
質
問
が
活
発

に
出
さ
れ
、
私

た
ち
も
答
え
ら
れ
る
範
囲

で
返
答
し
ま
し
た
。
特

に
取
得
資

格

に

つ
い
て
は
関
心
が
高

い
よ
う
で
す
。

み
な
さ
ん

の
大
学

生
活
が
充
実
し
た
も
の
に
な
り
、

こ
の
四
年
間
が
社
会

へ
と

羽
ば

た
く
た
め

の
期
間

に
な
る
こ
と
を
心
よ
り
祈

っ
て

い
ま

す
。

新

入

生

歓

迎

バ

ス
ツ

ア

ー

四
月
五
9

(
土
)

竜
安
寺
に
て

当

日
の
昼
休

み
、
先
生
方
を
交

え
て
の
昼
食
会
を
開

き
ま

し
た
。
お
弁
当

と
お
茶

を
配
り
な
が
ら
点
呼
を
と

っ
た
後
、

先
生
方

に
自
己
紹
介

を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
先
生

の
ご

専
門

の
話
を
聞
き
、
新
入
生
は
向

学
心

に
火
が

つ
い
た
様
子

で
す
。
そ

の
後

、
目
的
地

で
あ
る
竜
安
寺

に
つ
い
て
の
解
説
、

及
び
見
所
を
話

し
て
い
た
だ
き
、
新
入
生
と
先
生
方

、
わ
た

し
た
ち

一
行

は
バ

ス
に
乗
り
込

み
、
ま
ず
は
第

一
の
目
的
地

で
あ

る
西
本
願
寺

を
目
指
し
た

の
で
す
。

京
都
女
子
大
学

は
西
本
願
寺
と
の
ご
縁
が
深
く
、
新
入
生

は
参
拝
す
る

こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。
御
影
堂
に
参
拝

し
、

新
入
生
は
入
学

し
た
実
感
と
喜
び

に
包
ま
れ
な
が

ら
、
第

二

の
目
的
地
で
あ
る
竜
安
寺
に
向

か
い
ま
し
た
。
渋
滞

に
巻
き

込
ま
れ
る

の
で
は
な

い
か
と

い
う
心
配
は
杞
憂
に
終

わ
り
、

予
定
通
り
竜
安
寺

に
到
着
し
ま
し
た
。
竜
安
寺

に
行
く
道
中

に
各

々
の
自
己
紹
介
を
行

い
、
次

第
に
打

ち
解
け

て
き
た
様

子

の
新

入
生
は
、
バ

ス
を
降
り
る
と
早
く
も
仲
良
く
な

っ
た

友
達
と
行
動
を
共
に
し
て
い
ま
す
。

竜
安
寺
は
石
庭
が
有
名

で
あ
り
、
ま
た
世
界
遺
産

に
も
登

録
さ
れ
て

い
る
た
め
、
新
入
生
歓
迎
.ハ
ス
ツ
ア
ー
の
日

に
は

多
く

の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
し
た
。
人
が
あ

ふ
れ

て
い
る

た
め
落
ち
着

い
て
竜
安
寺

を
拝
観

で
き
な
い
の
で
は
、
と

い

う
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
石
庭
を
前

に
す

る
と
人

々
の
心

は
落

ち
着
く
よ
う
で
、
静

か
に
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。
方
丈
や
広

い
境
内

を
皆
、
思

い
思

い
に
散
策
し
ま
す
。

ち

ょ
う
ど

ツ
ツ
ジ
が
美

し
い
頃

で
、
何

と
も
言

え
ず
綺
麗

で

し
た
。

こ
こ
で
撮

っ
た
写
真

は

一
生

の
思

い
出

に
な

る
こ
と

で
し

ょ
う
。

そ

の
後
、
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ

っ
て
、
五
時
前

に
は
学
校

に
戻

っ
て
く

る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
新

入
生

の
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
様

で
し
た
。
先
生
方
、
そ
し
て
平
安
観
光

の
田
村
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

春
季

公
開

講

座

五
月
三
十
目

(
金
)

井
伊
直
弼

の
人
間
像

本
学
助
教
授

母

利

美
和
氏

よ
み
が
え

る
ガ
ン
ダ

ー
ラ
仏
教

富

山
大
学
名
誉
教
授

小
谷

仲
男
罠

卒

業

論

文

中

間

発

表

日
本
史
専
攻

十
月
十
五
日

(
水
)
～
十
七

臼

(
金
)

東
洋
史
専
攻

十
月

八

臼

(
水
)

・

九

日

(
木
)

西
洋
史
専
攻

十
月
十
四

日

(
火
)

・
十

五
日

(
水
)

秋
季

公

開
講

座

十

一
月
十
四
日

(
金
)

一
九
世
紀

ア
メ
リ
カ
の
女
性
た
ち
ー
結
婚

・
世
帯

・
家
族
ー

本
学
教

授

常
松

洋
氏

里
山

の
語
る
江
戸
時
代京
都
府
立
大
学
教
授

水
本

邦
彦
氏

髑
回

生

専

攻

分

け

説

明

会

十

一
月

二
八
日

(
金
)

一
回
生

と
先
生
方

の
交
流

を
は
か
り

つ
つ
、

二
回
生

に
向

け
て
の
専
攻
分
け
説
明
会
が
昼
休

み
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
各

専
攻
の
先
生
方

に
よ
る
説
明
が
行

わ
れ

た
後
、
質
問
会
に
な

り
ま
し
た
。

一
回
生

の
皆
さ

ん
は
専
攻
決

め
に
真
剣
な
様
子

で
、
予
想

以
上
に
質
問

の
声
が
掛

か
り
、
学
会
委
員

に
と

っ
て
も
難

し

い
質
問
も
あ
り
ま
し
た
が
、
少

し
で
も
参
考

に
し

て
い
た
だ

け
れ
ば
と
、
わ
た
し
た
ち
も
真

剣
に
応
答

し
ま
し
た
。
短

い

時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
専

攻
を
決
定
す

る
助
け
と
な
れ

ば
幸

い
で
す
。
充
実
し

た
説
明
会

に
な
り
ま
し
た
。

卒

業

生

予

餞

会

十
二
月
二
十

日

(
土
)

四
圓
生

の
卒
業
論
文
提
出
締

切
り
日
で
あ

っ
た

こ
の
日
、

午
後

六
時

か
ら
祗
園

『
か
が
り
火
』

に
て
、
毎
年
恒
例
の
予

餞
会
が
行

わ
れ

ま
し
た
。
卒
業
生
と
先
生
方
が

一
同
に
会

し
、

楽
し
く
和

や
か
な
雰
囲
気

の
中

、
会
が
進
行
し
ま
す
。

卒

業
論
文
を
無
事

に
書
き
上
げ
提
出

し
た
後

の
、
先
輩
方

の
晴

れ
や
か
な
表
情
が
心
に
残

り
ま
し
た
。

こ
こ
に
至
る
ま

で

に
、
苦

し
い
時
期
や
辛

い
時
期
も
あ

っ
た

で
し

ょ
う
が
、

皆
さ
ん
の
表
情

に
は
喜
び
し
か
読

み
取
れ
ま
せ
ん
。
き

っ
と

そ
れ
ぞ
れ

に
満
足

の
い
く
論
文
が

で
き

た
こ
と
で
し

ょ
う
。

こ
の
努
力

を
こ
の
先

の
人
生

に
活

か
し

て
い
か
れ
る
こ
と
と

思

い
ま
す
。
卒
業
生

の
皆

さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

早

春

の

学

会

旅

行

ゴ
一月

二
六
旨

(
金
)
・
二
七

日

(
土
)

和
歌
山

の
名
所

・
旧
跡

(
紀
三
井

寺

・
道
成
寺

・
高
野

山
)
と
南
紀
白
浜
温
泉

へ
の
旅
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

昨
年
度

は
、
三
月

二
六
日

(
水
)
か
ら

二
七
日

(
木
)

に

か
け

て
、
松
江

・
出
雲
大
社

・
皆
生
温
泉

へ
行

き
ま
し
た
。

先
生
方
と
有
志

の
学

生
に
よ
る
こ
の
学
会
旅
行

は
、
私

た
ち

学
生
と
先
生
方
と

の
親
睦

を
深
め
る
素
晴

ら
し
い
機
会

で
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
回
生
が
違
う
方
と
も
触

れ
合

う
こ
と
が

で

き
る
機
会

で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
因
幡

万
葉
歴
史
館

・

鳥
取
砂
丘

・
幽
雲
大
社

・
小
泉

八
雲
記
念
館
な
ど
を
訪
れ
、
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史 窓

そ
の
土
地
の
文
化
に
直
接
肌
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

(高
木

泉
)

二
〇

〇

三
年

度

史

学

科
講
義

題

目

史
学
科
共
通

講
義史
学
研
究
入
門
A

常
松
教
授

史
学
研
究
入
門
B

柴
田
教
授

・
谷
口
助
教
授

日
本
史
概
論
A

瀧
浪
教
授

目
本
史
概
論
B

坂
口
教
授

東
洋
史
概
論
A

植
松
教
授

東
洋
史
概
論
B

檀
上
教
授

西
洋
史
概
論
A

新
田
教
授

西
洋
史
概
論
B

常
松
教
授

考
古
学

梶
州
講
師

民
俗
学

根
井
講
師

日
本
美
術
史

山
本
講
師

東
洋
美
術
史

竹
浪
講
師

西
洋
美
術
史

愛
宕
助
教
授

歴
史
地
理
学

中
村
教
授

人
文
地
理
学

中
村
教
授

自
然
地
理
学

相
馬
講
師

地
誌
学

中
村
教
授

講
読漢
文

植
松
數
授

・
大
野

・
古
勝
講
師

ラ
テ
ン
語

竹
中
助
教
授

演
習史
学
基
礎
演
習
A

常
松

・
瀧
浪

・
稲
本
・
植
松

・

柴
田
教
授

・
谷
口
助
教
授

史
学
基
礎
演
習
B

松
井

・
古
賀

・
檀
上
・
坂
口
・

新
田
教
授

・
母
利
助
數
授

日
本
史
専
攻

特
講平
安
京
と
京
都

瀧
浪
教
授

宮
城
図
の
成
立

瀧
浪
教
授

中
世
の
女
性
ー
そ
の
職
業
を
通
じ
て

稲
本
教
授

譜
代
大
名
井
伊
直
弼
の
思
想
形
成
と
政
治
行

動

母
利
助
教
授

日
本
と
南
米
諸
国
の
移
民
・
文
化
交
流

坂
口
教
授

近
代
日
本
に
お
け
る
平
和
運
動
の
潮
流

坂
口
教
授

自
然
観
の
変
容

柴
田
教
授

那
波
活
所
の
思
想

柴
田
教
授

日
本
文
化
の
特
性
を
京
都
を
中
心
に
講
じ
る

山
路
講
師

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
庶
民
の
年
中
行

事
や
芸
能
の
歴
史
を
考
え
る

山
路
講
師

講
読日
本
史
講
読
-

坂
口
教
授
・
母
利
助
教
授
・
中
山
講
師

日
本
史
講
読
豆

瀧
浪
・
稲
本
數
授

日
本
古
文
書

稲
本
教
授

・
母
利
助
教
授

演
習日
本
史
演
習
-

瀧
浪

・
稲
本
・
柴
田
・
坂
口
教
授
・
母
利
助
數
授

日
本
史
演
習
H

瀧
浪

・
稲
本
・
柴
田
・
坂
欝
教
授
・
母
利
助
教
授

東
洋
史
専
攻

特
講中
国
宋

・
元
代
の
政
治
と
社
会

植
松
教
授

朝
鮮
古
代
史
を
考
え
る

田
中
講
師

古
代
東
北
ア
ジ
ア
史
を
考
え
る

田
中
講
師

イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
西
ア
ジ
ア
政
治
史
ー
諸
王

朝
の
興
亡
と
国
家
制
度
の
変
遷
-

谷
口
助
教
授

イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
西
ア
ジ
ア
の
社
会
と
文
化
谷
口
助
教
授

「中
国
歴
史
地
理
学
」
入
門

木
田
講
師

「中
国
歴
史
地
理
学
」
研
究

木
田
講
師

出
土
文
字
史
料
に
よ
る
中
国
古
代
史
の
再
構

築

松
井
教
授

中
国
古
代
王
権
の
支
配
機
構

松
井
教
授

人
び
と
の
中
国
史

冨
谷
講
師

続

・
人
び
と
の
中
国
史

冨
谷
講
師

講
読東
洋
史
講
読
-

檀
上
教
授
・
角
谷
講
師

東
洋
史
講
読
亘

植
松
教

授

・
岡
本
講
師

東
洋
史
講
読
皿

檀
上
教
授

・
松
井
教
授

演

習東
洋
史
演
習
-
松
井

・
植
松

・
檀
上
教

授

・
谷

口
助
教
授

東
洋
史
演

習
豆
松
井

・
植
松

・
檀
上
教

授

・
谷

口
助
教
授

西
洋

史

専

攻

特

講ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
飲
酒
と
禁
酒

運
動

の
展

開

常
松
數
授

ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
禁
酒
法
1
そ

の
成
立
と

内
容

常
松
教
授

い
か
に
し
て
キ
リ
ス
ト
教
が
世
界
宗
教
と
な

り
え
た
か
を

ロ
ー

マ
国
と

の
関

わ
り
か
ら

考
察

す
る

新
田
教

授

キ
リ

ス
ト
教

ロ
ー

マ
帝

国

の
考
察
ー

コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
を
申
心
に

新

田
教

授

西
洋
中
世

に
お
け

る
紛
争

・
紛
争
解
決
と
国

家

服
部
講
師

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
食
文
化

史

山
辺
講
師

近
世
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
探
訪
ω
ー

ポ
ー
ラ
ン
ド

・

ル
ネ
サ

ン
ス
の
諸
問
題

小
山
講
師

近
世
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
探
訪
②
ー
.バ
ロ
ッ
ク
期

か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
ま
で

小
山
講
師

バ

ル
カ

ン
地
域

の
東
西
文
化
交
流

中

村
教
授

中
央
ア
ジ
ア
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
東
北
部

の
東
西

文
化
交
流

中
村
教

授

講

読西
洋
史
講
読
-

古
賀

・
常
松
教

授

西
洋
史
講
読
-

青
木
講
師

西
洋
史
講
読
瓢

中
村
講
師

演

習西
洋
史
演
習
-

新

田

・
古
賀

・
常
松
教
授

西
洋
史
演
習
豆

新

田

・
古
賀

・
常
松
教
授

〔注
〕
A
は
前
期
、

B
は
後
期
、
特
記

し
て
い
な

い
も
の
は

前
後
期
共
通
。

た
だ

し
特
講

に
つ
い
て
は
、
同

一
担
当
者
が
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彙 報

前
後
期
そ
れ
ぞ
れ
別
の
題
闘
を
掲
げ
て
い
る
場
合
は
、
前

期

・後
期
の
順
に
掲
載
し
、
科
目
名
と
A
.
B
の
記
号
は
省

略
し
た
。

二
〇

〇

三
年

度

卒
業
論

文

題
目

日
本
史
専
攻

明
星
友
美
子

平
安
貴
族
の
生
活
ー
水
を
中
心
に
1

浅
井

麻
里

明
治
時
代
初
期
の
新
聞
に
つ
い
て
1
錦
絵
新

聞
か
ら
小
新
聞
へ
i

安
達

明
子

明
治
初
年
の
官
費
留
学
生
ー
規
則
と
実
態
ー

飯
隈

司

藩
主
に
お
さ
れ
た
幕
末
仙
台
藩
の
行
末

伊
藤

泉
子

茶
花
に
見
る
日
本
的
美
意
識
ー
利
休
好
み
の

花
i

今
田

和
美

良
源
の
比
叡
山
統
治
と
僧
兵
の
関
わ
り

上
田
真
貴
子

矢
橋
の
渡
し
船

内
田

恭
子

鬼
に
つ
い
て
ー
本
当
に
鬼
は
悪
い
存
在
か
i

宇
都
宮
真
実

越
後
屋
の
引
札
の
特
質

馬
澄

千
代

中
世
武
士
子
ど
も
の
教
育
i
北
条
重
時
の
家

訓
ー

小
川
智
瑞
子

菅
原
道
真
ー
配
流
の
真
相
-

小
川

円
香

鹿
背
山
城
の
変
遷

香
川
加
奈
子

平
安
貴
族
に
お
け
る
穢

加
川

洋
子

大
仏
建
立
へ
の
道

柏
井

久
美

長
屋
王
邸
宅

梶

美
織

加
賀
の
豪
商
木
谷
藤
右
衛
門

片
岡

美
保

明
治
大
正
期
の
ピ
ア
ノ
ー
ピ
ア
ノ
は
ど
の
よ

う
に
見
ら
れ
て
い
た
か
ー

加
藤
麻
百
合

お
雇
い
外
国
人
ジ
ュ
ー
ル
・
ブ
ル
ユ
ネ

金
田

香
織

近
江
屋
事
件
再
検
証

河
野

美
緒

岩
倉
使
節
団
と
キ
リ
ス
ト
教
問
題
⊥
咼
札
撤

去
に
至
る
ま
で
の
外
交
ー

岸
本

映
美

榎
本
武
揚
と
蝦
夷
地
開
拓

熊
手

晴
美

『常
山
紀
談
』
か
ら
見
る
戦
国
武
士
像

児
島

香
織

古
代
の
女
帝
i
誕
生
と
終
焉
ー

牛
来
明
日
香

野
間
清
治
と
雑
誌
報
国
-
大
衆
雑
誌

『キ
ン

グ
』
を
中
心
に
1

佐
伯

知
美

鉄
砲
と
織
田
信
長

佐
久
間
陽

子

奥
羽
越
列
藩

同
盟
結
成

の
臼
的
ー
会
庄
同
盟

を
中
心
に
ー

櫻
井

佑

子

「幸
阿
弥
伝
書
」

か
ら
み
る
蒔
絵
師

の
家
系

の
出
現

佐

々
倉
未
希

人
形
浄
瑠
璃
と
出
版
文
化

佐
藤
有
利
子

幕
末

・
維
新
期
の

「主
婦
学
」
教
育
に

つ
い

て

佐
野
美
奈
子

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
茶
ー

八
〇
年
代
～
現
代

の

生
活

か
ら
1

猿
渡
由
美
子

平
安
時
代

の
童
殿
上
ー
そ

の
成
立
と
変
容
i

篠

田
真
由
美

昭
和
天
皇

の
権
カ
ー
張
作
霖
爆
殺
事
件
を
通

し
て
ー

芝
野
加
奈
子

絵
巻

か
ら
み

る
犬
と
人

渋
谷

梓

「辻
」
と

「
辻
」

に
ま

つ
わ
る
低
承
が
伝
え

る
社
会
背
景
と
は

進
藤

祐
子

平
家
物
語

に
み
ら
れ
る
木
曽
義
仲
-
願
文
が

与
〉え
た
彫
膨
靉
國ー

末
松

里
奈

近
世

に
お
け

る
花
火

の
普

及

鈴
木

絢
子

人
間
は
何

を
恐
れ

た
か
1

古
代
の
死
穢
観
よ

hソ
ー

鈴
木

桃
子

腰
巻

・
ズ

ロ
ー

ス

・
パ
ン
テ

ィ
…
変
化
す

る

下
穿

1

高
木
あ
ゆ
み

謙
信

の
上
洛

高
田

未
緒

中
世
に
於
け
る
備
前
焼

の
流
通

高
橋

侑
子

京

の
民
衆
に
お
け

る
御
霊
信
仰

の
成
立
と
展

開

高
村

奈

央

明
治
初
期

の
博
覧
会
と
美
術

瀧
本
沙
知
子

後
期
閑
谷
学
校

の
史
的
意
義

田
中

景
子

茶
会
記

に
見
る
戦
国
武
将
と
町
衆

の
関
係
と

動
向
1

「松

屋
会
記
」

と

「天

王

寺

屋

会

記
」
i

田
中

祐
子

仏
教
受
容

に
際
す

る
大
王
及
び
諸

氏
族
の
立

場

棚
村

益
香

鳥
取
藩

「在
方
諸
事
控
」

に
み

る
子
ど
も
の

存
在
状
況

中
尾
知
永
子

尚
侍
考
-
平
安
時
代

を
中
心

に
ー

中
曽
み
ど
り

日
本
映
画

に
お
け
る
女
優

の
誕
生

に
つ
い
て

中
村
美
ゆ
き

ば

ん
ぼ
ん
i
松

本
地
方

の
女
児

の
盆
行
事
1

中
山

留
美

も
う
一
つ
の
大
化
改
新
ー
中
大
兄
皇
子
の
皇

位
へ
の
道
-

名
村
木
綿
子

姓
名
録
か
ら
見
る
適
塾
の
人
々

西
田

奈
未

時
代
の
狭
間
で
の
宗
教
ブ
ー
ム
ー

「
璽
宇
」

に
み
る
宗
教
活
動
-

平
井
美
也
子

中
世
公
家
の

「家
」
の
分
立
ー
藤
原
摂
関
家

と
天
皇
家
の
二
分
化
・1

平
岡
真
知
子

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
と
諸
外
国
招
致

平
田

樹
里

奏
事
に
見
る
院
の
国
政
運
営

福
下

愛
美

宇
佐
八
繙
神
宮
弥
勒
寺
の
成
立

藤
野
ま
ゆ
み

女
子
大
学
紛
争
-
大
学
史
か
ら
見
る
そ
の
特

質
-

北
條
由
佳
里

曾
根
崎
心
中
か
ら
見
る
近
世
町
人
の
意
識

細
井

宏
恵

ブ
ラ
ッ
ク
プ
卩
パ
ガ
ン
ダ
i
戦
争
の
中
の
ラ

ジ
オ
i

堀

妙
子

准
母
立
后
制
に
つ
い
て

丸
谷

美
香

近
世
江
戸
の
稲
荷
信
仰
ー
江
戸
の
都
市
化
と

稲
荷
の
変
容
1

南

か
お
り

桓
武
朝
に
お
け
る

「外
戚
」
と
し
て
の
百
済

王
氏

宮
崎

陽
子

平
安
京
の
成
立
ー
嵯
峨
天
皇
を
中
心
に
ー

村
重
さ
や
か

四
国
遍
路
-
弘
法
大
師
信
仰
と
民
衆

の
活

動
-

森

宏
美

ア
イ
ヌ
民
族
と
東
本
願
寺
-
布
教
に
よ
る
同

化
政
策
i

森

祐
子

い
の
ち
短
し
乙
女
た
ち
の
実
態
i
雑
誌

『女

学
世
界
』
を
通
し
て
i

山
下

早
紀

幕
末
桑
名
藩
の
動
向
と
決
断
i
柏
畸
行
き
の

背
景
に
迫
る
i

若
松

有
希

紀
州
藩
の
刑
罰
-
城
下
町
警
察
日
記
を
素
材

に
1

渡
邊

紗
良

近
世
初
期
の
殉
死

東
洋
史
専
攻

石
田
万
都
理

宋
代
の
都
市
と
飲
食
文
化

大
川

沙
織

明
代
嘉
靖
期
の
鎮
守
宦
官
対
策
と
北
辺
防
衛

貝
野

尚
子

南
宋
期
の
女
子
財
産
権
に
つ
い
て

鎌
田
真
由
美

唐
代
の
皇
居

・
皇
太
后
に
つ
い
て
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史 窓

亀
井

綾
香

清
末
民
初
思
想
論
争
i
張
之
洞
、
梁
啓
超
を

中
心
に
1

木
村

綾
香

明
末
の
風
俗
と
馮
夢
龍
ー
三
言
を
通
し
て
み

た
1

児
島
ま
ど
か

宋
代
商
人
の
活
動
か
ら
見
た
商
品
流
通
-
牙

人
を
中
心
と
し
て
-

小
柳

妙
子

明
初
中
書
省
体
制
の
確
立
と
そ
の
意
義
-
明

朝
政
権
の
成
立
過
程
か
ら
み
た
ー

坂
本

浩
美

中
国
船
の
海
外
進
出
と
黄
巣
の
乱

澤
井

幹
子

中
国
古
代
の
崑
崙
伝
説

下
原

由
香

清
代
道
光
期
に
お
け
る
鴉
片
問
題
-
雲
南
省

を
例
と
し
て
ー

高
木

史
恵

北
京
に
お
け
る
演
劇
の
隆
盛
-
乾
隆
期
の
演

劇
政
策
を
中
心
に
ー

高
瀬

歩

中
国
服
装
史
に
お
け
る
唐
代
女
性
の
服
装

中
西

梨
恵

唐
代
に
お
け
る
浄
土
教
の
宣
布
と
受
容

日
原

陽
子

晏
陽
初
の
識
字
數
育
運
動
1
そ
の
発
展
と
問

題
点
に
つ
い
て
ー

前
田

貴
子

曹
操
政
権
に
お
け
る
荀
或

町
田

あ
や

政
策
か
ら
み
る
宋
徽
宗
の
評
価

丸
田

佳
奈

琉
球
王
国
の
成
立
と
渡
来
中
国
人
;
閾
人
三

十
六
姓
の
下
賜
を
め
ぐ
っ
て
ー

三
木

真
穂

万
暦
初
頭
の
政
治
改
革
と
張
居
正
ー
考
成
法

を
中
心
に
1

八
木
め
ぐ
み

中
国
の
外
交
-
文
化
大
革
・命
期
の

「革
命
外

交
」
を
中
心
に
i

安
田

亜
希

王
墓
か
ら
見
る
南
越
国
と
そ
の
文
化

山
崎

智
子

『史
記
』
か
ら
見
る
司
馬
遷
の
思
想

山
下

舞
子

漢
代
に
お
け
る
黄
河
の
治
水

山
田

淳
子

唐
長
安
城
と
王
朝
儀
礼
ー
元
会
儀
礼
を
中
心

に
ー

西
洋
史
専
攻

芦
澤

清
江

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
世
界
の
宗
教
ー
ジ
グ
ラ
ッ
ト

を
中
心
に
i

石
川

裕
子

古
代

口
i
マ
都
市
の
性
格
ー
ブ
リ
タ
ニ
ア

州

・
ガ
リ
ア
州
を
中
心
に
1

伊
豆
蔵
舞
子

ク
レ
オ
パ
ト
ラ
…
対

ロ
ー
マ
政
策
を
中
心

に
1

伊
藤

眞
弓

イ
ギ
リ

ス
近
代

の
パ
ブ
リ

ッ
ク

・
ス
ク
ー
ル

稲
葉

友
美

ポ

ン
パ
ド

ゥ
ー
ル
夫
人

の
功
績
-
啓
蒙
思
想

家
た
ち

へ
の
庇
護
を
中
心
に
1

岩
本

陽
子

小
プ

リ

ニ
ウ

ス
ー
「
パ

ッ
ク

ス

・
ロ
マ
ー

ナ
」

期

に
生
き
た

一
貴
紳
-

織

田
真
奈
美

ヴ

ェ
ル
サ
イ

ユ
と

ル
イ

一
四
世

勝
田

順
子

ポ

エ
ニ
戦
争

ハ
ン
ニ
バ

ル
を
め
ぐ

っ
て

木
村

千
絵

ソ
連
邦

の
崩
壊

坂

口

温
子

母
と
し
て

の
エ
レ
ア
ノ
ー
ル

・
ア
キ
テ
ー

ヌ

ー
リ

チ
ャ
ー
ド
獅
子
心
王
と
ジ

ョ
ン
失
地

王
-

瀬
頭

知
子

ジ
ャ
ン
ヌ

・
ダ

ル
ク
を
め
ぐ
る
二

つ
の
裁
判

武
本

麻
衣

℃
拶
握

幻
O
日
侮
昌
鶴

期
に
お
け

る
円
形
闘
技
場

の
意
義
ー
剣
闘
士
競
技

を
中

心
に
1

玉
城

湖
澄

青
年

ア
イ
ル
ラ

ン
ド
派
と

ア
イ
ル
ラ

ン
ド

・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム

辻
井

潤

ハ
ン
ザ
都
市

リ

ュ
ー
ベ

ッ
ク

椿

良
子

二
月
革
命
前
夜
i

パ
リ

の
労

働

者

を

中

心

に
1

徳
永
亜
希
子

フ
ラ
ン
ス
中
世

に
お
け
る
貴
族
女
性
ー
土
地

所
有

を
中
心

に
i

中
神

聡
美

ボ

ル
ジ
ア
家
ー

ア
レ
ク
サ

ン
デ

ル
六
世
と
チ

ェ
1
ザ

レ
を
中
心
に
1

中

田

智

子

ル
イ

一
五
世

の
治
世
ー
絶
対
王
政

の
衰
退
…

夏
目

直

子

バ
ト
リ

ッ
ク
の
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
来
訪
ー
ア
イ

ル
ラ
ン
ド

の
キ
リ

ス
ト
教
化

に
つ
い
て
…

西
村

明
子

シ
ャ
ン
パ
1

ニ
ュ
の
大
市
形
成
-
西
欧
中
世

初
期
社
会
経
済

の

一
考
察
と
し
て
1

蟲
山
あ
ゆ
み

マ
カ
ー
ブ

ル
的

主
題

に
み

る
死

の
観
念
…

ヨ

ー

ロ
ッ
パ
由
甲近
世

に
'お
薩
ワ
ス
Ψ1

原
田

彰

子

カ
ピ

チ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
オ

ス
マ
ン
帝
国

の

衰
退

平
野

も
も

黒
死
病
大
流
行
と
イ

ン
グ

ラ
ン
ド

福
池

弥
生

第

一
次

世
界
大
戦
前
夜

の
民
主
主
義
i

セ
ル

ビ

ア
と
オ
ー

ス
ト
リ
ア
ー

福
士

真
那

一
四
世
紀

フ
ラ

ン
ス
の
都
市
民
蜂
起
ー

エ
チ

エ
ン
ヌ

・
マ
ル
セ
ル
の
市
民
的
革
命
を

み

る
1

藤
本

依
里

王
国
の
分
割
相
続
と
王
権
の
弱
体
化
i
メ
ロ

ヴ
ィ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
場
合
-

佛
生

瑠
美

一
六
〇
五
年
火
薬
陰
謀
事
件
の
検
証

法
貴

園
子

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
生
き
た
騎
士

穂
刈

翔
子

征
服
者
コ
ル
テ
ス
と
ア
ス
テ
カ
王
国
の
滅
亡

松
原

絢
子

モ
リ
ス
と
バ
ー
ン
闢
ジ
ョ
;
ン
ズ
に
み
る
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
芸
術
と
社
会

内
尾

朋
子

カ
デ
シ
ュ
の
戦
い
ー
エ
ジ
プ
ト
と
ヒ
ッ
タ
イ

ト
の
確
執
と
融
和
ー

三
井

里
美

一
八
四
八
年
に
お
け
る
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム

米
谷

英
恵

ア
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ペ
ー
ア
ー
建
築
家
と
し

て
、
軍
需
相
と
し
て
ー

二
〇
〇

蠶
年
度

大

学
院

文
学

研
究
科

史
学
専
攻
博
士
前
期

(
修
士
)
課
程
講
義
題
目

特
論古
代
都
市
形
成
論

瀧
浪
教
授

平
安
京
の
研
究

瀧
浪
教
授

中
世
伊
勢
神
宮
領
の
研
究

稲
本
教
授

戦
国
期
の
社
会

稲
本
教
授

近
世
武
家
社
会
の
構
造

母
利
助
教
授

※
日
本
人
の
南
米
移
住
の
史
的
展
開

坂
口
教
授

※
日
本
人
の
植
民
地
移
住

坂
口
教
授

日
本
近
現
代
史
特
論

高
橋
講
師

近
世
前
期
の
社
会
と
思
想

柴
田
教
授

※
臼
本
文
化
史
特
論

山
路
講
師

臼
本
古
文
書
学
特
論

下
坂
講
師

中
国
古
代
中
世
史
特
論

松
井
教
授

元
代
沿
海
地
域
社
会
の
諸
問
題

檀
上
教
授

萌
代
沿
海
地
域
社
会
の
諸
問
題

檀
上
教
授

中
国
社
会
史
特
論

植
松
教
授

※
人
び
と
の
中
国
史

冨
谷
講
師

※
続
・
人
び
と
の
中
鬨
史

冨
谷
講
師

※

「中
国
歴
史
地
理
学
」
入
門

木
田
講
師

※

「中
國
歴
史
地
理
学
し
研
究

木
田
講
師
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彙 報

ユ
ー
ラ
シ
ア
民
族
文
化
史
特
論

谷

口
助
教
授

※
.バ
ル
カ
ン
に
お
け
る
東

西
文
化
交
流

中
村
教
授

※
中
央
ア
ジ
ア

・
北
東

ア
ジ
ア
の
東
西
文
化
交

流

中
村
教
授

古
代
ギ

リ
シ
ア

・
ヘ
ブ
ラ
イ

の
理
想
国
家
像

と
紀
元

二
世
紀

の
ロ
ー

マ
帝
国

新

田
教
授

古
代
ギ

リ
シ
ア

・
ヘ
ブ

ラ
イ

の
理
想
国
家
像

と
紀
元
四
世
紀

の
キ
リ

ス
ト
教

ロ
ー

マ
帝

国

新

田
教
授

※

西
洋
中
世

に
お
け
る
紛
争

・
紛
争
解
決

と
国

家

服
部
講
師

イ
ギ

リ
ス
急
進
主
義
と
民
衆
史

古
賀
教
授

チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ

ム
と
民
衆
史

古
賀
教
授

ア

メ
リ
カ
現
代
政
治
史

常
松

教
授

ア
メ
リ
カ
大
衆
社
会
論

常
松
教

授

※

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
食
文
化
史

山
辺
講
師

※
近
世
ポ

ー
ラ
ン
ド
史
探
訪

小
山
講
師

(
※

は
学
部
共
通

)

演

習日
本
史
演

習
1

・
1

瀧
浪
教
授

日
本
史
演

習
皿

・
y

稲
本
教
授

日
本
史
演

習
V

・
M

母
利
助
教
授

日
本
史
演

習
顎

・
W

柴
田
教
授

日
本
史
演

習
K

・
X

坂

口
教
授

東
洋
史
演

習
1

・
豆

松
井
教
授

東
洋
史
演
習
邏

・
W

植
松
教
授

東
洋
史
演
習
V

・
M

檀
上
教
授

東
洋
史
演
習
靱

・
鴨

谷

口
助
教
授

西
洋
史
演
習
1

・
豆

新

田
教
授

西
洋
史
演
習
廻

・
W

古
賀
教
授

西
洋
史
演
習
V

・
畷

常
松
教
授

〔注
〕
特
論

に

つ
い
て
は
、
題
目
が
示
さ
れ
て
い
る
科
目
は

題

目
を
掲
げ
、
示
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
科

目
名
を
記
し
た
。

同

一
担
当
老
が
前
後
期
そ
れ
ぞ
れ
別

の
題

目
を
掲
げ

て
い
る

場
合
は
、
前
期

・
後
期
の
順

に
掲
載
し
た
。
そ

の
他
は
前
後

期
共
通
。

史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
講
義
題
目

特
殊
研
究

日
本
史
特
殊
研
究
-

瀧
浪
教
授

日
本
史
特
殊
研
究
H

稲
本
教
授

日
本
史
特
殊
研
究
皿

中
山
講
師

日
本
史
特
殊
研
究
配

坂
口
教
授

日
本
史
特
殊
研
究
V

柴
田
教
授

東
洋
史
特
殊
研
究
-

松
井
教
授

東
洋
史
特
殊
研
究
嚢

植
松
教
授

東
洋
史
特
殊
研
究
斑

檀
上
教
授

東
洋
史
特
殊
研
究
W

谷
口
助
教
授

西
洋
史
特
殊
研
究
-

新
田
教
授

西
洋
史
特
殊
研
究
H

古
賀
教
授

西
洋
史
特
殊
研
究
邇

常
松
教
授

二
〇

〇

三
年
度

大

学
院
修

士
論

文

題
騒

川
崎

理
恵

近
世
庶
民
と
暦
ー

『古
谷
道
庵
日
乗
記
』
か

ら
読
み
解
く
1

木
本

久
子

藤
原
氏
と
そ
の

「家
寺
」
ー
極
楽
寺
か
ら
浄

妙
寺
ヘ
ー

永
盛

恵

賜
姓
源
氏
の
存
在
形
態
ー
誕
生
と
そ
の
変

遷
1

(以
上
日
本
史
)

田
中
久
美
子

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
ヴ
ァ
ン
デ
戦
争

長
谷
川
真
希

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
新
聞
と
政
治
-
革

命
初
期
の
保
守
派
新
聞
の
役
割
を
中
心

に
i

宮
本

雪
絵

エ
ト
ル
リ
ア
文
明
の
起
源
と
展
開
1
そ
の
特

質
と
由
来
1

(以
上
西
洋
史
)

二
〇
〇

三
年

度

大

学

院
行
事

概
究
発
表
会

・
そ
の
他

四
月
二
五
日

大
学
院
歓
送
迎
会

(中
国
食
彩
館

「竇
」

に
て
)

六
月

四
日

第

一
回
定
例
研
究
会

ウ

ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
の
治
世

M
1

紙

子
沙
弥
香

中
世

ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王
位
継
承
慣
行

と

マ
ク
ベ
ス

M

1

小
谷
美
記
子

フ
ラ

ン
ク

・
ロ
イ
ド

・
ラ
イ

ト

M
-

末
浪

聡

子

近
代
殖
産
興
業
期
に
於
け
る
窯
業

の
方
向

性
-
信
楽
焼

に
見
る
l
M

l

桝
村

麻
貴

近
代

の
公
衆
衛
生

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

M
l

吉
川

芙
佐

術
数
学

の
系

譜

D
1

馬
場
理
恵

子

元
代

の
漕
運

に
つ
い
てM
1

遠
藤
あ
か
ね

清
末

の
不
纏
足
運
動
と
女
性

M
-

井
上

麻
美

七
月

九

爲

第

二
回
定
例
研
究
会

近
世
庶

民
と
暦
ー

『
古
谷
道
庵
日
乗
記
』

か
ら
読
み
解
く

M
2

州
崎

理
恵

極
楽
寺
の
成
立

M
2

木
本

久
子

賜
姓
と
臣
籍
降
下

M
2

永
盛

恵

エ
ト
ル
リ
ア
芸
術

か
ら
見
る

エ
ト
ル
ス
キ

の
心
性

M
2

宮
本

雪
絵

フ
ラ
ン
ス
革
命

に
お
け
る
ヴ

ァ
ン
デ
戦
争

M
2

田
中
久
美
子

ル
イ

一
六
世
裁
判
と
諸

党
派

・
世
論

M

2

刀
谷

文
子

一
月

十
日

第
三
回
定
例
研
究
会

明
治
期
讃
岐
糖
業

の
動
向

特

別
研
修
者

宇
佐
美
尚
穂

幕
末

の
上
海
渡
航
に

つ
い
て
ー
千
歳
丸
、

健
順
丸

の
派
遣
を
中
心
に
ー

研
修
者

松
本

郁
美

開
清
期
長
江
三
峡
に
お
け

る
航
道
整
備
事

業
と
そ

の
傾
向

研
修
者

森
永

恭
代
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史 窓

修

士

論

文

中

間

発

表

会

十

一
月
十

日

(
月
)
元
代
茶
政

の

一
考
察

M
3

宮
崎

美
幸

フ
ラ
ン
ス
革
命

に
お
け

る
ヴ

ァ
ン
デ
戦
争

M
2

田
中
久
美
子

ル
イ

一
六
世
裁
判
と
諸
党
派

・
世
論

M
2

刀
谷

文
子

十

一
月
十
三

臼

(
木
)

エ
ト
ル
リ
ア
起
源

に
お
け

る
問
題

M
2

宮
本

雪
絵

近
世
庶
民
と
膤
ー

『
古
谷
道
庵

日
乗
記
』

か
ら
読
み
解
く
ー

M
2

川
崎

理
恵

極
楽
寺
と
浄

妙
寺

M
2

木
本

久

子

賜
姓
源
氏

の
存
在
形
態M
2

永
盛

恵

研

究

室

だ

よ

り

京
都
女
子
大
学
史
学
科

で
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
、
母

利

美
和

(
も
り

・
よ
し
か
ず
)
助

教
授
を
新

し
く
お
迎
え
し
ま

し
た
。
母
利
助
教

授
の
ご
専
門
は
日
本
近
世
史

で
、
彦
根
城

博
物
館

に
長
く
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
井
伊
家
ゆ
か

り
の
文
物

に
精

通
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
古
文
書
史
料
を
中

心

に
、
実
際

の
文
物

を
手

に
と

り
な
が
ら
歴
史
的
な
想
像
力

を

養

う
こ
と
を
め
ざ

さ
れ
て
お
り
、
本
学
科

で
は
日
本
史
講
読

、

古
文
書
学
や
演

習
1

・
豆

を
担
当
さ
れ
ま
す
。

今
年
度

の
史
学
科

ス
タ

ッ
フ
は
総
勢

十
四
人

で
す
。

こ
の

ほ
か
に
史
学
科
事

務
員

と
し
て
松
井
絵
里
子
さ

ん
が
配
属

さ

れ

ま
し
た
。

二
〇
〇
三
年
五
月

一
日
現
在

の
史

学
科
在
籍
者
数
は
以
下

の
通

り
で
す
。

一
回
生

一
四

一
、
二
回
生

一
六

一
、

三
回
生

一
四
三
、
四
[回
生

一
二
六
、

五
回
生
以

上

六

大
学
院

の
在
籍

者
数

は
以
下

の
通
り
で
す
。

博
士
越財
鰓
黎
課
程

十

亠ハ

(
M
1

七
、

M
2

六
、
M
3

一ご
)

博
士
後
期
課
程

二

(
D
1

一
、
D
2

一
)

特
別
研
修
者

三

、

研
修
者

十

二

今
年
度
も
多
く

の
先
生
方

に
非
常

勤
講
師

と
し
て
授
業
を

ご
担
当

し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
例
年

ど
お
り
非
常
勤

の
先
生
方
と

の
懇
親

会
を
、
五
月
十
六
日

「洛
匠
」

に
て
お

こ
な

い
ま
し
た
。

公
開
講
座
、
卒
論
中
間
発
表
等

に

つ
き
ま
し
て
は
、
別
項

を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

今
年
度

の
学
会
旅
行
は
、
二
〇
〇
四
年
一二
月
二
六
、

二
七

の
両
日
、
和
歌
山
県
高
野
則
方
面

へ
出
か
け
る

こ
と

に
な

っ

て

い
ま
す
。

な
お
、
史
学
科
教
員
に
よ
る
著
作
は
以
下

の
通

り
で
す
。

中
山
清

『
千
町
歩
地
主

の
研
究

(
W
)
ー
確

立
期

に
お
け
る

地
主
的

土
地
所
有

の
構

造
と
展
開
i
』

(
京
都
女
子
大
学
研

究
叢
柑刊
一二
六
、

二
〇
〇
一ご
年

一
日
〃)
。

本
壼
岡
は
昨
年
度
退
職

さ
れ
た
中
山
清
先
生

の
著
作

で
、
地
主
王
国
新
潟

に
み
る
巨

大
地
主
制
度

の
確
立
過
程
を
膨
大
な
史
料
と
統
計
表

に
よ

っ

て
論

じ
た
も

の
で
す
。

ま
た
京
都
女
子
大
学
東
洋
史
研
究
室
編

『東

ア
ジ
ア
海
洋

域
圏
の
史
的
研
究
』

(
京
都
女
子
大
学
研

究
叢
刊
三
九
、

二

〇
〇

三
年
九
月
)
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
書

は
、
史
学
科

の
教
員

(
植
松
正
、
永

田
英

正
、
檀
上
寛
、
坂

口
満
宏
)
を

中
心
に
、
関

西
大
学
松

浦
章
氏

、
滋
賀
県
立
大
学

田
中
俊
明

氏
、
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
張

徳
信
氏

ら
の
協
力

を
得
て
進

め
ら
れ

た
研
究
成
果

を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
巻

末

に
は
現
地
調
査

の
記
録
と
と
も

に
六
十
枚
に
お
よ
ぶ
史
跡

遺
跡
写
真
集
が
収

め
ら
れ
て

い
ま
す
。

(
史
学
科
主
任

・
坂

無
満
宏
)

学

会

委

員

二
〇
〇
三
年
度

の
学
会
運
営
に
協
力

し
て
下
さ

っ
た
学
会

委
員
は
次

の
方

々
で
し

た
。
例
年
通

り
史
学
会
諸

行
事

の
企

画

か
ら
運
営

ま
で
、
全
般

に
渡

っ
て
支

え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
篤
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

委

員

長

東
洋
史
三
回
生

井

田

美
幸

副
委
員
長

日
本
史
三
晒
生

飯
村

恵
美

会

計

東
洋
史
三
回
生

今
井

深
希

書

記

日
本
史
三
回
生

高
木

泉

目
本
史

二
回
生

田
中
麻
理
衣

東
洋
史

二
回
生

浦

田

真
美

東
洋
史

二
回
生

田
原

靖
子

東
洋
史

二
回
生

松
原

奈
美

西
洋
史

二
回
生

高
野

千
佳

一
回
生

越
野

綾

一
回
生

佐

々
木
瑞
穂

一
回
生

永

田
か
が
里

一
回
生

西
川

真
由

一
回
生

林

桃
子

お

知

ら

せ

前
号

の
彙
報
欄

で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
本
誌

で
は
、

今
号
よ
り
国
立
情
報
学
研
究
所
が
進

め
て
い
る
大
学
紀
要
類

の
電
子
化

に
よ
る
公
開
事
業

に
参
加

い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に

ょ
り
、
著
作
権
上
問
題

の
あ
る
部
分

を
除
き
、
表
紙
を
含

む

本
誌
全
頁
が

イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上

で
閲
覧

で
き

る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

電
子
化
に
よ
る
公
開

の
前
提
条
件
と

し
て
、
掲
載
内
容

の

著
作
権
が
著
者
個
人

で
は
な
く
、
発
行
者

(
京
都
女
子
大
学

史
学
会
)
に
帰
属

し
て
い
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
著
作
権
帰
属
先

で
あ
る
本
会

の
性
格
を
明
確

に

し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
会
期
と

『
史
窓
』

に
関
す
る
規
約

を

全
面
的

に
見
直
す

こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

二
〇
〇

二
年
末

か

ら
改
訂
作
業
を
進

め
、

二
〇
〇
三
年

三
月
二
十

日
に
本
学
史

学
科
共
同
研
究
室

に
お
い
て
総
会
を
開

き
、
左
記

の
と
お
り

新
会
則
と

『
史
窓
』

の
新
規
約
を
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

京
都
女
子
大
学
史
学
会

は
、
発
足
以

来
、
学
生
が
中
心
に

な

っ
て
運
営
す
る
と

い
う
形
を
と

っ
て
き
ま
し
た
が
、
発
足

か
ら
半
世
紀

の
問
に
状
況

は
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。
特
に

『
史
窓
』

の
編
集

に
関

し
て
は
、
ほ
ぼ

す
べ
て
の
作
業
が
教

員

に
ょ

っ
て
お

こ
な
わ
れ

て
い
る
の
が
実
状

で
す
。
今
回

の

措
置

は
、
会
則
を
本
会

の
現
状

に
合
致

す
る
よ
う
改
め
る
た

め
の
も

の
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ

っ
て
本
会

の
活
動
内
容
が
昨

年
度

ま
で
と
大
き
く
変
化
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

後

と
も
本
会

の
活
動
に
対
す

る
皆
様

の
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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彙 報

京

都

女

子

大

学

史

学

会

会

則

(
二
〇
〇
三
年
三
月
二
十

日
制
定
)

(
名
称
)

第

一
条

本
会
は
、
京
都
女
子
大
学
史
学
会
と
称
す

る
。

(
事
務
局
)

第

二
条

本
会

の
事
務
局

は
、
京
都
女
子
大
学
文
学
部
史
学

研
究
室

に
置
く
。

(
目
的
)

第

三
条

本
会
は
、
史
学

に
関
す

る
諸
問
題

を
研
究
し
、
も

っ
て
学
界

に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(
会
員
)

第

四
条

本
会
は
、
京
都
女
子
大
学
文
学
部
史
学
科

の
専
任

教
員
お
よ
び
本
会
が
特
に
認

め
た
者
を
も

っ
て

組

織
す

る
。

(
事
業
)

第

五
条

本
会
は
、
第

三
条

の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
、

次

の
事
業
を
行
な
う
。

1

機

関
誌

『史
窓
』

の
発
行
。

2

講
演
会

、
研
究
発
表
会
。

3

そ

の
他

必
要

な
事
業
。

(
代
表
)

第

六
条

本
会
に
代
表
を

一
名
置
く
。
代
表

は
会
員

の
中

か

ら
互
選

し
、
任
期
は

一
年
間
と
す
る
。
た
だ

し
、

再
任
を
妨
げ
な

い
。

(
委
員

会
)

第
七
条

『史
窓
』

の
発
行

の
た
め
に
、

『
史
窓
』
編
集
委

員
会
を
置
く
。
委
員
は
会
員

の
中
か
ら
互
選

し
、

任

期
は

一
年
間
と
す
る
。

た
だ
し
、
再
任

を
妨

げ

な

い
。
そ

の
構
成
員
は
以
下

の
と
お
り
と
す

る
。

1

編

集
委
員
長

一
名

2

編
集
委
員

若
干
名

(
総
会
)

八
条

本
会

の
総
会

は
、

一
年

に

一
回
以
上
開
催
し
、
本

会

の
重
要
事
項
を
議
決
す

る
。

(
事
業
費
)

九
条

本
会
の
事
業
費

は
、
京
都
女
子
大
学
学
会

・
機

関

誌
刊
行
経
費

、
そ

の
他

を
も

っ
て
こ
れ
に
当

て

る
。

(会

則
の
改
廃
)

第
十
条

こ
の
会
期

の
改

廃
は
、
総
会

の
議
決
を
経

て
実
施

す

る
。

附

則

こ
の
会
期

は
、

二
〇
〇

三
年

四
月

一
日
よ
り
施
行

す

る
。

『
史

窓

』

に

関

す

る

規

約

(
二
〇
〇

三
年
三
月

二
十
日
制

定
)

第

一
条

京
都
女
子
大
学
史
学
会

(
以
下

「
本
会
」
と

い
う
)

は
、
機
関
誌
と
し
て

『
史
窓
』
(
以
下

「
本
誌
」

と

い
う
)
を
刊
行
す

る
。

第

二
条

本
誌

へ
の
投
稿

資
格
者

は
、
本

会

会

員

お

よ
び

『
史
窓
』
編
集
委
員
会
が
特

に
認
め
た
者

と
す

る
。

第
三
条

原
稿

は
、
未

発
表

の
も

の
に
限
る
。

第
四
条

本
誌

に
掲
載

さ
れ
た
作

品
の
著
作
権
は
、
本
会

に

属
す
る
。

第
五
条

執
筆
要
項
な
ど

の
細
則

は
、
別
に
定

め
る
。

第
六
条

こ
の
規
約

の
改
廃

は
、
編
集
委
員
会

の
議
決

を
経

て
、
総

会

の
承
認

を
得

て
実
施
す
る
。

附

國

こ
の
規
約
は
、
二
〇
〇
三
年

四
月

一
日
よ
り
施
行

す
る
。

編

集

後

記

後
世
か
ら
見

て
歴
史

の
転
換
点
に
い
た
人

た
ち
は
ど

の
セ

う

に
感
じ
、
考
え

て
い
た

の
で
し

ょ
う

か
。
四
七
六
年
、
齎

ロ
ー

マ
皇
帝

、

ロ
ム
ル
ス

・
ア
ウ
グ

ス
ト

ゥ
ル
ス
を
廃
位
-

た
オ
ド

ア
ケ
ル
は
、
自
分
が
新
し

い
歴
史

の
扉
を
開

い
た
レ

感
じ

て
い
た
よ
う

に
思
え
ま
す
。
で
は
、

一
二

一
五
年
、
鬮

王
ジ

ョ
ン
に

マ
グ
ナ

・
カ
ル
タ

へ
の
署
名

を
強
制
し
た
諸
儘

は
、
ど
う
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
こ
れ

で
自
分
た
弘

の
特
権
が
守

ら
れ

た
と
し
か
考
え
て
い
な
か

っ
た
可
能
性
派

あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、

一
七
七
六
年

、
独

立
宣
言

に
署
名
-

た
ア
メ
リ
カ
革
命

の
指
導
者

(
の
少
く

と
も

一
部
)

に
な
ス

と
、
大

逆
罪
で
処
刑
さ
れ
る
悪
夢
に
う

な
さ
れ

て
い
た

の
郷

は
な

い
で
し

ょ
う

か
。

こ
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
る

の
も
、
現
在
、

二

一
世
紀
加

頭
が
明
ら
か
に
、
歴
史

の
重
要
な
転
換
点

に
他
な
ら
な
い
畆

ら
で
す
。
い
ま
わ
れ
わ
れ
が
抱

い
て
い
る
こ
の
認
識
が
た
レ

え
ば
百
年
後

、
さ
ら

に
は
千
年
後

に
大
幅

に
修
正
さ
れ
て
h

る
こ
と
は
な
い
で
し

ょ
う
。
そ
れ
が
ど

の
よ
う
な
転
換
点

外

の
か
、
ア
メ
リ
カ
の

一
国
支

配
が
さ
ら

に
強
化
さ
れ
て
ゆ
～

里
程
標

に
な

っ
た

の
か
、
世
界
規
模

で
の
テ

ロ
リ
ズ

ム
の
茸

開
け
を
記

し
た
の
か
、
あ

る
い
は
、
喜
ば
し

い
こ
と
に
平
知

と
国
際
協
調

へ
の
序
幕

に
な

っ
た
の
か
、
そ
れ
は
現
時
点

肇

は
わ
か
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
い
ず
れ

に
せ
よ
、
現
在

の
齢

況
は
、
感
情
や
根

拠
脆

弱
な

「
情
報
し

に
惑

わ
さ
れ

る
こ
冫

な
く
、
自
ら

の
価
値
観

に
立
脚

し
つ
つ
、
し
か
も
冷
静

で
皮

観
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
歴
史
研
究
者

に
亜

求
す

る
も

の
で
し

ょ
う

。

歴
史
研
究
は
、
ま
す

ま
す
そ

の
重
要
性
を
増

し

つ
つ
あ
ス

な
ど
と
大
上
段
に
振

り
か
ぶ

っ
た
発
言
を
し
よ
う

と
は
思

い

ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、
自
戒
を
込

め
て
こ

の
よ
う
に
思

い
巡
臥

し
て
い
る
次
第

で
す
。

(
常
松

洋

)
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者

紹
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柴
田

純

本
学
教
授
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妙
子
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学
大
学
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特
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研
修
者

松
井

嘉
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本
学
教
授
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村
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三

本
学
教
授
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傳
名
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学
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学
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委

員

常
松
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母
利

美
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第
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号
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